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謝
琳
さ
ん
は
、
現
在
も
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ご
活
躍
の
よ
う
だ
。
同
じ

よ
う
に
ブ
ー
ム
の
前
兆
例
と
し
て
は
、
「
分

子
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
」
も
そ
う
。
写
真
家
の
森

枝
卓
士
さ
ん
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
三
ル
ブ
ジ
」
レ

ス
ト
ラ
ン
で
は
、
食
材
を
完
全
に
粉
砕
し
て

ム
ー
ス
状
に
泡
立
て
て
供
す
る
重
ス
プ
ー

亘
を
は
じ
め
と
し
た
「
分
子
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
」
と
い
う
高
度
な
調
理
技
術
を
使
う
と

聞
い
て
、
思
わ
ず
当
方
は
「
そ
り
ゃ
、
ほ
と
ん

ど
前
衛
ア
ー
ト
で
す
ね
！
」
と
応
じ
た
記
憶

リ
ー
・
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
三
四
％
）
④
レ
イ
ト
．

マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
（
三
四
％
）
⑤
ラ
ガ
ー
ド
／
採

用
遅
滞
者
（
一
六
％
）
。

新
し
い
モ
ノ
好
き
な
タ
イ
プ
（
①
②
）
も

嫌
い
な
タ
イ
プ
（
⑤
）
も
全
体
の
六
分
の
一

ず
つ
、
残
り
の
三
分
の
二
が
多
数
派
（
早
・

晩
両
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
③
④
）
に
な
る
。
逆
に
言

え
ば
、
三
分
の
二
の
両
マ
ジ
ョ
リ
テ
イ
が
ブ
レ

イ
ク
し
て
本
格
的
な
普
及
や
大
流
行
が
起

こ
る
前
に
、
か
な
り
の
「
前
兆
」
現
象
が
あ

Ｍ
・
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の
普
及
／
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
理
論
（
一
九
六
二
年
）
に
よ
る
と
、
人
が
流

行
の
波
に
乗
る
か
乗
ら
ぬ
か
は
、
そ
の
ノ
リ

の
波
に
追
い
つ
く
時
間
感
覚
に
よ
っ
て
、
早

い
順
に
、
五
つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
る
。

①
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
（
二
・
五
％
）
②
ア
ー

リ
！
ア
ダ
プ
タ
ー
（
一
三
・
五
％
）
③
ア
ー

藤
本
憲
一
‐
文

ｌ
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
る

了
サ
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
」
の
魔
力

「
青
い
ケ
ー
キ
」
の
先
駆
現
象

’

｢インスタ映え｣を狙って写真掘影に夢中(写真/PlXTA）

さ
て
、
こ
う
し
た
食
分
野
で
の
流
行
の
中

で
も
、
全
世
界
的
な
ト
レ
ン
ド
と
い
え
ぱ
へ

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
現
象
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ

ち
ら
も
他
な
ら
ぬ
本
誌
で
七
年
前
に
「
ア
ー

リ
ー
・
ア
ダ
プ
タ
ー
」
レ
ベ
ル
の
前
兆
を
報
告

し
て
い
る
。
当
時
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う

呼
び
方
は
な
か
っ
た
が
、
女
子
大
生
た
ち

が
、
で
き
た
て
の
ご
ち
そ
う
を
目
前
に
、
が
つ

つ
く
の
で
な
く
逆
に
食
事
か
ら
遠
ざ
か
り
つ

つ
、
写
真
撮
影
に
ふ
け
る
行
動
を
描
写
し
て

い
ワ
つ
。

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
に
も
前
兆
が

あ
っ
た

が
あ
る
。
こ
の
技
法
も
今
で
は
広
く
日
本
の

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
流
行
の
調
理
法
と
な
っ
て

い
る
。

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

最
近
、
「
青
色
ス
イ
ー
ッ
」
が
流
行
し
て
い

る
と
聞
い
て
、
思
い
出
し
た
の
は
、
四
半
世
紀

前
に
筆
者
自
ら
「
最
先
端
の
食
ア
ー
ト
」
と

し
て
青
い
ケ
ー
キ
（
お
そ
ら
く
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
の

分
類
で
い
え
ば
「
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
」
レ
ベ
ル
の
先

駆
）
を
紹
介
し
た
こ
と
で
あ
る
。

：
そ
れ
は
沖
縄
で
の
ゼ
ミ
合
宿
の
夜
・
那

覇
の
伝
統
料
理
店
に
出
か
け
、
「
い
た
だ
き

ま
～
す
」
と
唱
和
し
た
の
に
、
誰
も
箸
を
つ

け
よ
う
と
し
な
い
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
南
国

の
調
度
と
見
慣
れ
な
い
皿
々
、
地
元
客
が

さ
ん
し
ん

三
線
を
弾
い
て
：
と
い
う
情
景
に
ふ
れ
た

か
ら
だ
ろ
う
。
彼
女
た
ち
は
、
え
ん
え
ん
と

グ
レ
ー
テ
ル
の
お
菓
子
の
家
」
み
た
い
な
巨

大
な
オ
ブ
ジ
ェ
を
、
ぜ
ん
ぷ
ケ
ー
キ
で
作
っ

て
し
ま
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
さ
て
、
ふ
つ
う

の
料
理
教
室
の
よ
う
に
、
和
気
あ
い
あ
い

と
生
ク
リ
ー
ム
を
ホ
イ
ッ
プ
し
つ
つ
、
突
如

そ
こ
へ
、
無
味
無
臭
あ
ざ
や
か
な
ブ
ル
ー

の
食
品
色
素
を
投
入
。
と
た
ん
に
ケ
ー
キ

は
、
イ
ヴ
・
ク
ラ
イ
ン
も
真
っ
青
の
、
不
思

議
に
生
め
か
し
い
オ
ブ
ジ
ェ
に
変
身
す
る
。

試
食
会
の
感
想
は
、
「
な
ん
だ
か
変
な
青

謝
琳
（
シ
ェ
リ
ン
）
さ
ん
は
、
「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
ヱヲ

４
６
Ⅱ
Ⅱ
■
日
ｒ
ｌ
■
日
日
Ｉ

1
1

こ
の
現
象
が
、
少
な
く
と
も
七
年
以
上
は

続
い
て
い
る
わ
け
で
、
一
過
性
の
流
行
と
い

う
よ
り
も
、
も
は
や
普
及
・
定
着
し
た
一
つ

の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
、
「
新
・
食
習
慣
」
と

い
っ
て
よ
い
か
も
。
こ
の
よ
う
に
定
着
し
た

「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
現
象
に
つ
い
て
は
、
味
の

素
食
の
文
化
セ
ン
タ
ー
企
画
で
刊
行
予
定

の
『
食
の
現
代
社
会
論
』
（
仮
）
で
、
詳
細
を

述
べ
る
が
、
こ
こ
で
は
エ
ッ
セ
ン
ス
の
み
紹
介

し
た
い
。

ち
な
み
に
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
・
ア
プ
リ

と
し
て
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
イ
ン
ス

タ
）
が
供
用
さ
れ
た
の
が
二
○
一
二
年
。
「
イ

ン
ス
タ
映
え
」
と
い
う
ワ
ー
ド
が
、
ヨ
ー
キ
ャ

料
理
の
ブ
ッ
撮
り
や
、
シ
ー
サ
ー
前
で
の

自
撮
り
、
集
合
写
真
な
ど
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を

光
ら
せ
ま
く
り
．
；
・
ス
マ
ホ
か
ら
写
真
を

ア
ッ
プ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
共
有
し
た
り
、
「
那
覇

な
う
！
」
と
つ
ぶ
や
い
た
り
…
、
｜
向
に
食

事
が
始
ま
ら
な
い
。
「
料
理
が
冷
め
ち
ゃ
う

よ
！
」
と
声
を
か
け
た
が
、
結
局
、
撮
影
会

は
三
十
分
以
上
続
い
た
。
…
（
「
な
が
ら
ス

マ
ホ
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ー
ド
、
と
き
ど
き
お

菓
子
作
り
、
常
時
お
し
ゃ
べ
り
富
烏
鷺
皇

九
三
号
二
○
一
四
年
）

い
味
！
」
・
当
日
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
「
食
べ

ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
ケ
ー
キ
」
で

あ
っ
た
・
・
：
（
「
楽
し
い
め
ま
い
」
『
京
都
新

聞
』
岳
胃
茜
、
朝
刊
）

Ｐ
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